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第 86号 ～Ｒ４卒業号～ 

沖縄県立知念高等学校 第７８期生の皆さん、 

ご卒業おめでとうございます。 

保護者の皆様、仲宗根校長をはじめ、先生方、学校職員の 

皆様に、お祝いと感謝を申し上げます。 

2020年 4月、コロナ禍の中、高校へ入学し、夢描いてい 

た学校生活が過ごせず、辛い時期を過ごす事もあったと思い

ます。そんな中でも勉強や部活動など、それぞれの形で 3 年

間頑張り、いよいよ羽ばたく時が来ました。これから先の人生

は選択の連続です。近年では、技術の進歩による情報量の増

加や、従来の生活スタイルの変化の中で、自分で考え、選択

し、行動することが求められるようになりました。いい学校に

進学し、いい会社に就職する事だけが、豊かな人生を送れる

と思っていた時代とは大きく流れが変わりました。これから

は、個人の考え方や行動力が、自分自身の人生を最適な方

向へと導くことに繋がると考えられます。この三年間で培った

力は将来に向けて各々の道を選択し、沖縄県、日本のみなら

ずグローバルに活躍する土台が既に作られていると、確信し

ております。知念高校で出会った多くの方々とのご縁を生涯

大切に、ご指導して下さった先生方、見守ってくれた保護者へ

の感謝の気持ちを胸に、皆さんの光り輝く将来が、楽しく幸せ

で豊かなものとなることを願っています！ 

PTA 会長 前田光智 副会長 嶺井伸也・喜屋武公子 

 

卒業生から在校生の皆さんへ   

  高校 3年間、勉強や部活動、行事や進路活動に励んで 

きましたが、思い返すといつも周りには仲間や友達、先生方や

両親に囲まれていて、これまでの高校生活での思い出は１人

ではなく、皆で作り上げてきたんだなと思うと幸せな気持ちで

いっぱいです。 

在校生の皆さんには「今、周りの人達との毎日を大切に」 

と伝えたいです。ぜひ、これからの高校生活も思いっきり楽し

んで思い出を共に作り上げていってください！ 

3年 7組 喜納由彩 

 

  3年生のみなさん、保護者の皆様、 

ご卒業おめでとうございます。 

この 3年間、コロナ禍で思うようにいかないこともあったと 

思いますが、その中でも多くの仲間に恵まれ、たくさんの経験

をしたと思います。この高校での思い出は、これから多くの場

面でみなさんを助けてくれることでしょう。みなさんは、もう立

派な大人の仲間入りです。今までの経験を基に、自分自身で

判断し、自身と責任を持ってこれからの人生を歩んでください 

3学年主任 神里優子 

卒業生(前生徒会長)からのメッセージ 

高校三年間はあっという間でした。

私たちはコロナの影響を受けながら

も、仲間たちと一緒にたくさんの思

い出をつくることができました。知念

高校を私たち以上に盛り上げていく

のが後輩の仕事です。「知高最高」

をモットーに楽しんで下さい。 
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生徒会長から先輩方へ 

三年生のみなさんはひとつひとつの

行事を全力で楽しんでおり、僕たち

にとって憧れでした。また、部活動や

勉強にもとても力を入れていたの

で、かっこいい印象が強く残っていま

す。これからの知高をもっと盛り上げ

ていきたいと思います。今までありが

とうございました。  
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校長から卒業生へのメッセージ 

校長 仲宗根 勝 
 

３年生の皆さん、 

卒業おめでとうございます。 

皆さんは、本校での３年間、学業、学校 

行事、部活動と全力で走り抜き、充実した

高校生活を送ってきたと思います。 

創立から７７年の本校の歴史に新たな風を吹き込み、更な 

る飛躍の一歩を記してきました。卒業式は高校生活のゴール

でもあり、新しい人生のスタートでもあります。これまでの１８

年間は、あらかじめ決められた道を歩んできたようなもので

す。しかし、これからは違います。皆さんの前には手つかずの

荒野が広がっています。どこに向かってどんな道を作るのか、

自分で決めることができます。本校で学んだことを糧に、足元

をしっかり踏みしめつつ、常に前を向いて、幸せな人生を歩ん

で下さい。そして、どうか誇りにして下さい。この知念高校が皆

さんの母校であることを。 

結びに、卒業生の皆さんの人生と未来が、前途洋々たること

を願い、新しい世界での活躍を、これからもずっと心から応援

しています。 

 


